
渥
菜
p知
多
繭
牛
島
u
其
海
岸

本
州
の
中
央
部
､
未
来
大
阪
閲
の
太
平
洋
沿
岸
に
於

て
固
防
与
交
通
､
貿
易
等
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
-リ
､
遍

も

重
要
な
る
海
岸
線
の
潜
入
は
三
河
督
ビ
伊
勢
轡
亡
で
あ

る
こ
ĵJ
は
地
岡
を

1
瞥
し
て
明
瞭
な
る
所
で
あ
っ
て
.

其
督
口
を
配
せ
る
は
も
伊
良
湖
.
知
多
'
志
摩
の
三
牛

島
ビ
'
其
間
に
羅
列
せ
る
答
志
列
島
だ
で
あ
る
.

渥
英
隼
島
は
遠
塵
Iの
地

･

計
東
北
よ
-
西
南
に
斜
光
し

水
れ
る
.
亦
石
山
系
の
速
縛
で
.
其
骨
髄
は
音
生
暦
の

推
考

輝
線
就
祝
賀

石
衣
岩
､
砂
岩
も
粘
板
岩
の
堅

忍
よ
-
成
上

岩
層
の
走
向
.ビ
屡
々
平
行
に
楽
々

北
よ

-
両
々
苗
に
克
ち
.
其
除
数
は
答
志
列
島
h=q･J経
て
志
摩

竿
島
に
及
ん
で
屠
る
∴

あ

古
生
暦
の
骨
の
恥
を
鮎
接

し
皮
肉
を
翁
し
て
摺
る
の
は
､
筋
鞘
紀
音
瀞
で
あ
る
.

隼
島
の
斗
出
せ
る
方
向
が
古
生
暦
の
走
向
ĴJ
大
鯉

叫
致

し
て
罵
る
か
ら
.
海
岸
帝
の
屈
曲
少
t･5-
､
殊
に
太
平

絞
染
､知
多
牛
島
1品
.1'梅
坪

石

川

成

聾

洋
に
丙
す
る
南
側
は
斯
様

を
以
て
海
に
臨
み
奇
麗
に
殆

ん
で

1
鑑
親
を
蓄
い
て
層
る
､
基
北
岸
即
ち
三
河
栂
に

面
せ
る
側
に
は
二

欄
江
糖
だ
田
原
糖
ぜ
の
二
個
の
小
潤

人
の
あ
る
以
外
は
､
矢
張
屈
曲
に
乏
し
い
､
こ
の
二
小

潤
も
其
口
に
潮
流
に
因
れ
る
砂
洲
が
あ
る
の
み
で
藍
岩

の
突
出
部
は
著
し
い
も
の
が
無
い
｡

知
多
牛
島
は
卓
だ
し
て
第
三
紀
厨
の
丘
陵
よ
り
成
も

南
方
t二
斗
出
し
で
'
渥
英
牛
島
だ
共
に
三
河
糖
を
擁
し

東
側
は

1
葦
鞘
水
の
衣
ケ
浦
を
距
て
ゝ
三
河
西
南
部
の

平
原
に
射
し
'
西
側
は
丘
陵
の
急
斜
面
を
以
て
伊
勢
泥

に
臨
ん
で
屠
る
.
丘
陵
地
を
構
成
せ
る
第
三
紀
膚
は
概

し
て
西
北
東
南
に
克
-
.
常
北
叉
は
西
南
に
援
斜
し
て

屠
る
'
牛
島
の
北
部
の
麓
三
紀
新
暦
は
～
凝
灰
岩
'
砂

山甲

賀
忍
'
圃
磯
岩
等
何
れ
も
軟
弱
で
あ
る
が
南
部
に

至
る

に
経
て
籍
三
配
意
藤
が
現
は
れ
盈
贋
制
令
に
塵
-

三
J

こ

伽

脚



地

球

傾
斜
も
亦
粕
急
ビ
腐
る
､
斯
-
半
島
斗
出
の
方
向
ビ
岩

層
の
遺
向
亡
が
平
行
で
無
い
か
ら
､
海
波
の
浸
蝕
を
受

け
'
海
岸
線
の
屈
曲
も
出
凍
る
詳
で
あ
る
が
.
中
部
以

北
は
'
鎗
三
庇
岩
石
が
歌
覇
で
海
岸
に
は
低
率
L･芸

砂

韻
を
形
成
し
海
は
遠
浅
で
あ
る
か
ら
､関
大
は
少
な
-
I

宜
曲
の
碇
泊
に
適
す
る
魔
が
嫌
い
が
'
南
方
に
至
る
に

企
て
岩
石
は
制
令
に
硬
-
.
海
岸
に
低
革
の
地
が
少
な

-
ー
就
中
画
商
海
岸
は
丘
陵
の
壁
帽
を
以
て
渦
に
臨
み

麗
々
に
狭
小
な
る
砂
盛
が
介
在
す
る
だ
け
で
､
東
岸
ビ

は
鎗
荷
風
旭
を
典
に
し
て
屠
る
P
半
島
の
南
端
は
東
側

も
南
側
も
共
に
潜
入
に
富
み
.
船
舶
の
碇
泊
に
最
も
位

で
あ
る
U

知
多
半
島
の
東
側
に
は
牢
肘
港
､
武
豊
港
､大
井
港
､

肺
臓
港
が
あ
トリ
西
及
び
西
南
海
岸
に
は
横
須
賀
港
'
大

ウ
ヅp,

野
港
､
常
滑
港
.
野
聞
港
､
内

海

港
､
豊
潰
港
が
あ
っ

て
.
粟
は
三
河
糖
内
に
宮
崎
､
蒲
郡
'
豊
櫛
.
内
原
､

カ
･･･ヤ
シ
ロ

福
江
の
諮
港
'
酉
に
熱
田
､
桑
名
､
阿
日
市
､
紳

敵

う

二
見
'
鳥
羽
等
の
〟譜
港
ÎJ
の
闇
に
毎
日
汽
糟
の
往
復
が

め
-
'
陸
上
に
は
'
東
海
道
班
混
線
大
鹿
騨
よ
-
分
岐

≠戯臥
せ
る
≠八
朔
血娩
仰は
か十･㍍山
､瓜他
紙附
､戊
･;ガ
の
讃
町
か
,州枇
-
東
海

節
三
谷

.

節

1
班

三
二

こ

〓
}

岸
を

克
-
て
武
豊
に
至
上

愛
知
電
車
は
熱
田
よ
-
平

島
の
西
渦
岸
を
縫
ふ
て
常
滑
町
ま
で
通
じ
て
居
る
､
斯

-
水
陸
共
に
交
通
空
位
で
､
物
資
の
需
給
も
亦
自
由
で

あ
る
が
､
渥
美
隼
島
は
田
原
捲
'
福
江
港
に
小
汽
船
の

交
通
が
あ
る
の
み
で
､
遠
浅
で
あ
っ
て
大
鞭
の
碇
泊
に

適
し
無

い
'
陸
上
に
は
'
豊
橋
市
師
裾
前
よ
-
田
原
町

ま
で
.
本

年

一
月
電
車
が
開
通
し

.
豊
橋
停
車
場
YJ

の
間
も
近
々
連
絡
せ
ら
る
ゝ
筈
で
あ
る
､
先
年
豊
橋
よ

-
伊
良
湖
拭
砲
所
ま
で
軍
用
餓
速
を
布
設
せ
ら
る

どゝ

の
.噂
が
あ
つ
た
が
p

7
向
賓
現
せ
ら
れ
な
い
､
要
す
る

に
渥
美
牛
島
の
交
通
は
､
田
原
町
ま
で
以
外
は
何
頗
る

不
便
で
'
知
多
竿
島
k
jは
比
較
に
な
ら
な
い
0

知
多
牛
島
は
元
来
人
口
開
襟

(南
部
丘
陵
地
は
然
ら

す
)
で
且
つ
富
力
の
程
度
の
高

い
地
方
で
あ
っ
て
､
隼
ト
nト
ベ

島
内
に
横
須
賀
､
宇
田
'
成
岩
.
武
豊
'
大
野
.
常
滑

西
鶴
'
野
間
､
内
藤
'
豊
潰
､
碑
崎
.
大
井
の
課
名
邑

が
.め
-
て
班
に
町
制
を
布
き
､就
中
竿
田
町
は
富
雄
酒
､

輝
池
､
酢
の
産
出
を
以
て
遠
近
に
知
ら
れ
､
今
は
九
三

野
晒
株
式
骨
融
が
あ
っ
て
数
滴
の
晒
造
-
亦
盛
ん
で
あ

る
､
又
常
淋
川町
は
心的-
脱
川蛇
の
.搬
泊
仙莱
が
加
Thr
的也
で
急
速
の
ー
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貴
通
を

注
げ

'

町
内
t‥

陶
器

堺

段
の
設

備
あ

-

鋭
意
改
良
進
少

を
誰
-
'
明
.t=

州

1二郎
明
年
族

節
約
五
六
給

広

州
州
で
あ
っ
た
も

の
が
､
今
は
約

四
百
芯
凪

に
漣

せ
ん
と
す

る
礁

況
で
あ

る
｡

共
他

夏
期
海

水
浴
場

'J
し
て

繁
盛
な

る
は
'

は

新

式
の
浴

場
を
設

け
.
蒋
陸

共
に蘇
ふ

て
叫抑客

の誘

引

に
努
力
し

て
居
る
排
水
'
如
多

年
砧
の
淋
水肺

は近

年

非
;:･･Sの
験

瓜
を
遂

げ
た
､

斯
-
産
業

交
池
の
上
に
知

多
ti･仏
的

律
は
優
勢
で
あ

る

の
に
射
し

､
抑
冶
叩
比
の

27:･作
は
-L
向
坂
は
L
t
い
'

ウヅ,t

d'p
サ+

火
野
'
内
海

.

野
間
'
帥
帖
の
滞

町
で
'
就

中
大
野
の

粕
水

浴は
維
新
前
か
ら
附
近
に
七

･:
=川-
'
今
は
前
,記:
の

諸
継
に
'
布
目
;
..回
糸
目
捲
よ
-
汽
船
の
往
従
が
あ
-

愛
知
屯
勅
命
新
は
'
大

野
町
の

北
､
捻
奔
放

臼
の
軸
錆

に
新
都

寸
進
尉
地
を
姐
設
L
t

火
野
町
の
海

水
浴
場
-

溢
炎

､
知
多
牛
島
tJ
其
海
･2

-I･ 瀬 )Tt･風!呼人双R･

産
業
ビ
し
て

は
池
井
の
み

で
あ
る
が
.

近

咋
田
城
.滞

内
か
ら
拾

･LL

′

‖′

i
珊
粘

紫
の

採

取
h
t
鰻

の
益

那
･fJ
が

湘
-
感
に
弟

-
つ
ゝ
あ
る

の
は
捷
意
に

佃
す

る
'

こ

の
二
産
業
は

(
･
よ
-

1寸隙

年
前
'
附
脱



地

球

の
老
職
で
あ
っ
た
波
速
湛
山
氏
が
夙
に
薯
昆
し
た
所
で

あ
っ
て
､氏
は
蘭
書
に
就
て
其
養
殖
の
方
法
を
研
究
し
､

其
結
果
を
詳
細
に
記
述
し
て
p
旧
原
地
方
の
産
業
yJ
し

て
是
非
奨
励
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
hlJ
切
言
し
て
居
る

の
に
は
其
先
見
の
明
に
鴛
-
が
'
遅
ま
き
な
が
ら
官
年

後
の
.今
日
､
其
所
見
が
著
々
賓
現
さ
れ
て
行
-
の
で
､

英
魂
も
定
め
て
地
下
に
微
笑
む
禁
じ
得
ま
い
｡

渥
実
年
島
の
基
瓢
田
原
町
は
幕
末
に
於
け
る
非
凡
の

韮
伯
,fJ
L
､
登
園
卓
見
の
偉
人
だ
し
て
､
雅
た
忠
孝
節

義
の
,士
だ
し
て
前
記
の
渡
蓮
華
山
発
生
hCq･J出
し
た
が
.

伊
良
湖
岬
の
附
近
伊
良
湖
村
か
ら
文
化
文
政
の
頃
､
天

喪
の
歌
人
粕
谷
磯
九
氏
を
出
し
た
'
氏
は
通
柿
を
寧
之

塵
/̂J
い
ひ
二

光
兼

山
漁
夫
で
'
服
に

山
丁
字
も
無
か
っ

た
が
粋

に
至
孝
で
.
其
病
を
仲
良
漸
明
細
に
斬
る
事
二

十
年
.
其
聞

山
口
旅
人
が
耽
溺
の
届
額
を
讃
む
を
塞
き

其
何
な
る
か
を
間
ふ
て
初
め
て
和
歌
な
る
事
を
知

-
､

爾
来
偶
名
JI･6-
習
ひ
初
め
て
､
専
心

7
烹
和
歌
を
習
申

し
'
漸
-
大
成
し
た
其
詠
歌
は
､
天
具
の
至
情
に
出
る

-
の
が
多

い
の
で
､
人
を
成
動
せ
し
む
る
こ
TyJ
洗
-
I.

違
L1
小爪
州仰
の
q柏
紳
に
〃ダ
-1
の
.知
己
tで
符
で
､
中
に
は仏
英

節
三
番

fI..A
T
既

三

四

〓

山

田

軍
産
を
訪
問
す

る
人
も
あ
-
､
基
名
遠
近
に
聞
え
た
.

桃
生
芭
蕉
も
伊
良
湖
崎
に
遊
ん
で
其
風
光
に
憤
駿

し

幾
多
の
佳
廿
を
出
し
た
'
斯
-
渥
美
牛
島
は
産
業
や
交

通
の
上
で
は

7
両
振
は
な
い
が
F
其
代
-
に
優
秀
な
る

美
術
家
や
文
単
著
を
出
し
た
'
是
恐
ー
は
英
傑
藁
秀
麗

L･<
る
自
然
の
風
光
が

大
に
輿
-
て
カ
あ
る
も
の
ど
考

へ

て
よ
か
ら
う
､
是
に
反
し
知
多
平
島
は
産
業
は
般
盛
で

交
通
は
至
便
で
あ
る
が
､
前
記
の
如
き
人
物
は

1
向
輩

出
し
無
い
槙
で
あ
る
.
天
然
の
名
勝
ビ
し
て
渥
美
宇
島

I;lいi

に
は
田
原
町
の
北

i
里
除
白

谷

の
海
岸
に
白
雲
洞
が
あ

-
p
両
方
江
比
聞
村
の
南
方
約

7
里
の
塵
に
鵬
鵡
石
が

あ
-
p
其
爾
南
の
漏
角
に
は
石
門
が
あ
る
.
白
雲
洞
は

着
生
厨
石
衣
暑
中
の
洞
窟
で
､此
地
方
盟

宗

ら
石
衣
原

料
､
又
は
近
年

セ
メ
ン
ト
用
ビ
し
て
感
に
石
衣
岩
を
掘

探
せ
る
が
､数
年
前
偶
像

1
大
洞
館
を
馨
鬼
し
.基
後
政

和
保
博
士
基
地
数
多
の
文
人
p
学
者
之
を
探
検
せ
ら
れ

洞
名
は
醐
保
博
士
の
命
名
に
係
-
'
基
後
天
然
記
念
物
-ンE.ヤ

ビ
し
て
永
-
保
存
せ
ら
る
～
事
ビ
飼
っ
た
'
洞
は
白
谷

の
渥
岸
に
あ
-
て
碓
面
よ
-
高
き
事
約
二
十
五
米
､
入

日
Hは
二
二
7凡
で
､
仙性
に
i
の
.ク
ヾ
･-
で
1八
1-
侍
る
位
に
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町
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も
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P
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蕗

を

以

て
連

絡

し
'
高

さ

は
約

三

十

玉

来

'

幡

三

十

光

天

井

よ

h

は

犬

小

の
鐘

乳

石

が
毅

多

美

尊

に
垂

下

し
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先

に
は
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裳
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し

'
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に
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W
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よ

め
轄
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地

球

約

7
里

.
畜
生
暦
の
就
き
渓
谷
を
翻
っ
た
虞
に
在
る
P

峡
谷
の
両
側
は
雄
岩
の
側
壁
で
p
客
側
に
丑
で
言
語
hLq･J

僚
す
れ
ば
是
が
解
の
南
側
の
剣
壁
に
反
響
し
て
'
恰
か

も
胡
鵡
が
人
語
を
練
返
す

が
加

-

鞘
ゆ
る
の
で
あ
っ

て
､
肝
近
は
幽
蓬
で
其
距
雄
が
通
常
で
あ
る
か
ら
'
反

響
の
聞
こ
え
方
が
恰
好
に
出
凍
る
の
で
あ
っ
て
'
古
都

叫
の
名
勝
ビ
濁
っ
て
居
る
｡

渥
美
平
島
は
廓
史
的
の
名
勝
に
は
甚
だ
乏
し
い
｡

.
知
多
宇
島
は
天
然
の
名
勝
に
は
芝
し
い
が
､
歴
史
的

名
勝
ビ
し
て
は
､
野
間
の
.大
御
堂
寺
､
源
輩
朝
､
卒
康

瀬
等
の
墳
墓
が
あ
る
｡

大
御
堂
寺
は
野
間
の
海
岸
か
ら
僅
か
に
数
町
の
魔
に

荏
-
.白
鳳
年
間
役
の
小
角
の
創
建
に
係

-
､宇
島
弟

1

の
音
別
で
.
義
朝
の
造
物
等
賛
物
が
簡
保
存
せ
ら
れ
て

オ
リグ

周
る
'
義
朝
は
知
己
長
田
荘
司
忠
敦
の
家
に
於
て
許
諾

に
係
-
I

;
朝
の
英
家
も
怨
を
春
で
容
し
-
確
乎
の
手

に
光
れ
､爾
雄
姿
風
冷
雨
七
有
年
､田
圃
の
闇
に
石
盤
に

て
固
ま
れ
た
る
数
頃
の
地
が
p
樹
木
礎
蒼
ビ
し
て
居
る

中
に
'
叢
爾
た
る
墓
石
が
脊
膏
に
埋
れ
て
淋
赦
丑
で
居

る
､基
傍
に
首
洗
の
小
池
が
あ
る
~萩
山朋
tfJ
基
.に
郷
に
殉

節
三
谷

弟

7
髄

二
宗

〓
〓
八

し
た
鎌
田
政
家
の
墓
'及
び
池
躍
僧
の
蓋
､軍
旗
願
の
墓

が
其
側
に
准
-
､織
田
信
孝
の
蓋
も
亦
其
附
近
に
在
る
O

天
産
物
は
知
多
平
島
に
陶
土
ビ
麟
砂
3･J
褐
淡
だ
が
あ

I..tL
･{

ら
.
渥
実
年
島
に
は

自

谷

の
石
衣
岩
が
あ
る
O

ト
コナ
ペ

知
多
竿
畠
の
陶
土
は
常

滑

焼

の
原
料
で
あ
っ
て
､
舘

≡
紀
僚
中
の
粘
土
で
あ
る
'
産
地
は
常
滑
町
字
凍
平
井

字
郷
放
､寧
千
代
､奥
田
村
字
典
的
前
'
苧
鎌
山
､
上
野

関
村
寧
矢
口
'
寧
於
代
.
字
酉
ノ
脇
'
字
小
手
親
問
､

字
里
屋
敷
p
字
長
旅
.
字
大
海
温
'
字
羽
根
覇
.
字
平

井
.
字
薮
下
'
成
岩
町
字
天
脚
下
'
内
海
神
学
鮎
ノ
ロ

尊
で
あ
る
'
常
滑
焼
の
内

紫
褐
色
の
陶
器
は
成
岩
町
鹿

の
黄
赤
色
梗
密
贋
粘
土
を
､

山
肢
に
用
ふ
る
陶
土
に
少

し
-
温
和
し
て
焼
-
の
で
あ
る
e
腰
商
務
省
分
析
説
に

於
で
陶
器
の
原
札
を
分
析
し
た
結
果
は
次
の
通

-
で
あ

る
○
(

甘
分
比
)

産
地

原
料

椛
酸

欝
土

棚
岩

脚
竿

三
重

八

常
滑

帆

;:

TT
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二
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加
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言
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此
鮎
i･iは
iii
}J
し
て
花
岡
柴
又
は
片
成
果
の
分
解
に
よ

-
て
生
成
し
LJ
-
の
で
､
鵜
三
紀
豚
の
上
部
園
穐
岩
の

下
に
成
層
し
て
屑
る
｡

常
滑
焼

は
水
迫
管
､
瓶
､
壷
､
米
鴨
臼
の
株
L=6親
犬

な
る
も
の
が
iii
で
'
近
年
耐
酸
の
工
夫
&
,凝
ら
し
て
屠

ち
.幣
楽
は
餓
管
代
用
の
虜
め
近
年
著
し
-
増
加
し
た
､

常
滑
焼

に

は

花

瓶

.茶
器

等

､
風

雅

花
も

の
も

あ

る

が
.

是
は
其
濃
が
少
な
い
p
常
滑
の
他
.
成
潜
町
､
内
海
町

か
ら
も
少
し
-
陶
器
を
製
出
す
る
が
頗
る
少
最
で
常
滑

ビ
は
比
較
に
男
ら
ぬ
.
廓
砂
は
第
三
紀
上
布
屠
中
の
細

微
な
る
搾
石
和
を
抹
取
す
る
の
で
.
産
地
は
坂
山
村
字

贋
脇
､
布
士
神
学
歯
向
.
寧
豆
地
､
字
志
洞
'
緒
川
柑

砂
摘
田
､
生
洛
柑
字
三
本
於
'
字
坪
釜
､
荒
尾
柑
字
見

晒
､
尊
下
畑
'
大
田
村
寧
天
和
下
の
上
､
上
野
開
村
字

奥
埋
尚
等
で
p
分
布
は
甚
だ
麟
-
'
厚
さ
は

i
米
か
ら

最
大
三
光
に
蓮
す
る
鹿
も
あ
る
､
琢
磨
用
'
製
紙
用
叉

は
米
摘
用
に
供
す
る
.
腿
簡
静
省
分
析
課
で
分
析
し
た

結
果
は
差
の
通

り
･で
あ
る
O
(甘
分
比
)

･:
･･]
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空

･
柴

書

架

C
･競

一｡EO

?

先

哲
聖

子
柴

田
｡宍

輝
美
､
知
多
中

流
1J其
淑
岸

御
衣
は
失
張
第
三
紀
層
の
間
に
介
在
す
る
-
の
で
'
麗

々
に
其
露
覇
が
触
ら
る
ゝ
､
光
づ
知
多
牛
島
の
西
苗
海

岸
で
､
上
野
関
村
寧
鬼
の
傍
に
振
出
せ
る
も
の
は
脚
色

旋
次
質
の
頁
悪
間
に
在
っ
て
､
北
六
十
二
段
西
に
韮
LJa

東
北
に
握
斜
し
.
厚
さ

1
尺
乃
至

】
尺
八
寸
あ
る
.
二

の
次
厨
は

1
渓
流
を
距
て
其
衝
北
岸
に
も
露
出
し
て
居

a
.
農
商
務
省
分
析
課
に
於
る
分
析
の
聴
巣
は
次
の
如

-
で
あ
る
｡
.(
官
分
比
)

水

70
品
幽

抑
乾
物

l章

13(

骸
炭

三
Jl右

(粘
結
セ
ガ
)

択

三
｡菖

硫

求

C
･義

明
治
廿
1i
年
頃
初
で
之
を
耽
掘
L
t
其
後
位
々
試
掘
を

虜
し
た
様
子
で
あ
る
が
p
所
在
が
海
岸
に
近
-
海
水
侵

入
し
易
-
'
排
水
に
多
大
の
嚢
用
ビ
努
力
A,J
を
嬰
す
る

に
係
ら
ず
'
分
析
表
の
示
す
る
加
-
'
次
分
多
-
し
て

取
分
少
な
-
､
泉
質
が
劣
等
で
あ
る
か
ら
.
事
業
は
幾

何
も
な
-
休
止
ビ
慮
っ
た
模
様
で
あ
る
｡

東
海
岸
な
る
布
土
相
に
も
軟
質
砂
岩
の
問
に
褐
淡
の

厚
さ

1
尺
内
外
の
も
の
が
あ
る
が
.
多
量
の
粘
土
を
雄

へ
､
性
質
梅
で
親
患
で
あ
る
か
ら
.賓
用
に
通
し
な
い
｡

右
の
外
贋
目
村
字
竹
の
岡
に
も
細
粒
粘
土
質
砂
岩
･xj
､

lL.Lt?

〓
l
七



地

球

鰯
色
粘
土
膚
ど
の
間
に
褐
薮
の

7
薄
暦
が
在
る
が
基
亦

姐

肇

で

様

相

に
堪

へ
互

い
.

石

衣

岩

渥
輩
隼

島

の

東
部
四
原
町
の
西
北
に
は
.

古
生
府
中
に
二
確
の
石
衣
岩
が
向
斜
轡
k
j･薦
し
海
岸
に

平
行
に
克
っ
て
居
る
.
明
治
の
初
年
頃
よ
り
之
を
石
衣

焼
の
原
料
だ
し
て
掘
探
し
､
近
年
は
｢
セ
メ
ン
ト
｣
の
腰

細
ビ
し
て
.

一
静
雄
に
之
を
掘
探
し
て
'
水
蓮
を
利
用

し
.
名
古
屋

大
阪
等
各
需
更
地
に
輸
送
し
て
居
る
､

嵐
白
色
で
不
純
物
少
:也
-
性
感
優
良
で
あ
る
'
農
商
務

省
に
於
け
る
分
所
の
結
果
は
次
の
如
し
七

･
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悲

シ
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C
｡ニO

T
CiO

山
榊

杵

光

量
!?

丁
二1

号
.:0

0
去

0

沿
岸
の
渥
洗
ビ

砂
洲
､
知

多
宇
島
の
漕
岸
は
､
東
南

の
方
は
何
れ
も
遠
浅
で
あ
づ
て
､
砂
洲
が
贋
-
教
達
し

五
尋
の
等
深
線
は
海
岸
か
ら
鎗
程
離
れ
七
居
る
.
東
岸

の
北
部
衣
ケ
浦
の
如
き
は
'
土
砂
の
秀
に
年
々
布
の
埋

め
ら
る
個
所
で
､
著
し
今
後
高
さ
約
十
五
尺
土
砂
で
埋

め
た
り
る
＼
か
､
又
は
蹴伸
度
が
隆
起
し
わ化
ハ仏
ら
ば
･十八
部
分

第
三
各

節
一
班

三八

〓
叫
凡

陸

/̂J
虜
-
了
る
で
あ
ろ
-
F

渥
美
竿
島
の
太
平
洋
岸
は

7
昔
の
懸
崖
で
あ
る
が
.
併
し
懸
塵
の
下
に
少
許
の
砂

洲
が
あ
上

棟
い
浅
瀬
が
海
岸
に
挙
行
し
て
簡
状
に
通

わ
.
十
尋
の
等
洗
練
は
除
程
海
岸
か
ら
離
れ
て
屠
る

｡

西
方
篠
島
Q
野
島
ど
の
閏
の
中
山
水
道
に
而
す
る

海

岸
は
酉
甫
よ
-
東

北
に
走
る
艦
船
で
赦
断
せ
ら
れ
F
漕

岸
は

7

帯

の
砂

丘

で
あ
る
'
十

7
尋
の
等
採
択
が
海
岸

に
接
近
し
て
奉
行
に
克
て
屠
る
0

潮
流
は
非
常
な
る
勢
を
以
て
中
山
水
艦
を
三
河
縛
内

に
人
-
束
流
し
.
立
掲
崎
よ
-
小
中
山
の
東
方
に
斗
出

せ
る
砂
洲
だ
､
宮
崎
よ
,I
東
方
に
斗
出
し
て
凹
原
糖
口

を
服
せ
る
大
洲
崎
を
形
成
L
､
糖
内
に
入
-
其
方
向
複

雑
に
鼻
化
し
二
相
法
幣
に
は
放
山
洲
.
田
原
潜
に
は
大

島
､
本
島
'
長
路
､
寧
島
､
俳
島
等
の
敗
多
の
形
状
複

雅
な

る

洲

島
を
形

成
し
て
居

る
.
是

等
は
縛

内
に
入
る

潮

流
よ

-

も
淘

外
に
出
る

湘

洗

の
カ

が
大
に

療
興
せ
る

こ
と
明
か
で
あ
っ
て
､
其
形
状
8
]見
て
･,+1
潮
流
の
方
向

担
化
の
如
何

に
糟
雅
な
る
か

を
想
像
す

る
事
が
出
氷

る
'
平
島
の
三
河
潜
に
臨
め
る
沿
岸
は
､
田
原
稲
江
南

瀞
H以
外
は
､
潜
い
掛
軸
1人
は
h珊
…
い
が
ー
起

々
古
砕
叫盾
の
執
心



岩
よ
-
成
れ
る
丘
陵
の
泥
に
頼
む
鬼
は
多
少
凸
出
し
､

査
膿

の
渥
岸
孤
は
握
徐

に
屈
曲
せ
る
汲
状
を
達
て
屠

る
0

沿
岸
の
涯
淀
は
宰
島
の
基
部
は

i
脱
に
非
常
な
遠
浅

で
中
央
部
以
西
に
漸
次
探
-
西
端
丑
掲
崎
附
妃
で
は
'

十
二
尋
の
深
溝
が
渥
芹
に
接
近
し
て
横
rii
て
屠
る
.
(義
)

田
本

の
海
岸

に
放

け
る
展
類

日
本

の
貝
瓶
=
哉
骨
組
領

土
の
僚
艦
が
南
は

亜
熱
糖

か
ら

北
は
亜
遮

帯
に
亙
っ

て
屠

る
関
係

上
､
地
域
が
巌

-
な
い
割
に
各
帯
の
生
物
が
種
類
多
-
産
す
る
評
で
p

櫓
に
無
数
の
島
哩
か
ら
成
っ
て
居
る
た
め
海
岸
林
が
比

扱
柿
に
長
-
.
ひ
い
て
は
海
棲
生
物
の
生
育
儀
域
が
虞

げ
ら
れ
る
呈
Et.q
ふ

こ

と
に
な
る
が
)
宙
に
海
棲
生
物
の

み
な
ら
す
陸
棲
の
･諸

薫
物
に
於
て
も
'
海
に
よ
っ
て
其

変
通
を
遮
ら
れ
る
た
め
酷
典
の
蟹
蓮
を
接
げ
し
め
た
ビ

云
ふ
事
賓
か
ら
是
亦
特
殊
tIS種
曲
が
多
-
春
す

る
三

方

ふ
原
田
に
も
な
っ
て
屠
る
や
-
で
あ
る
.J

抑
貝
柚
の
化
石
が

厨
序

壁
上

に
或
る
韮

婁

な
役
割

を

有

つ
如
-
覗
世
良

新
は
亦
海
岸
ビ
其
生
物
界
の
研
究
に

日
本
の
指
弾
ーこ
於
げ
ろ
見
顛

黒

田

感

米

封
し
て
も
同
様
に
看
過
す
る
こ
亡
の
出
水
な
い
地
位
を

保

っ
て
居
る
7
3
4/J
を
倍
す
る
も
の
で
あ
る
O

動
物
鼎
で
種
糎
の
敗
4/J
掴
膿
の
数
に
於
て
最
も
勝

っ

て
屠
る
も
の
は
施
政
軸
で
あ
っ
て
ゥ
英
次
に
凍
る
も
の

は
耽

-
も
鑑
さ
す
艮
頻
で
あ
る
'
地
球
上
現
に
知
ら
れ

て
屠
る
月
数
は
約
六
苗
種
だ

f̂J
ti試
ふ
事
で
あ
る
が
'
我

日
本
の
版
園
内
だ
け
で
も
近
来
政
治
的
に
領
土
が
非
常

に
構
脹

せ

ら

れ

た
薦

め

現

に

肘

千

種

内

外

は
報
告

せ

ら

れ
て

屠

る

'
光
も
基
内
で
陸
上
に
棲
む
も
の
約
九
官
構

汲
水
に
棲
む
も
の
育
種
内
外
あ
る
か
ら
此
等
を
差
引
い

て
残
る
三
千
棉
内
外
は
全
然
梅
松
種
で
あ
る
.
魚
し
右

の
数
字
の
内
に
は
最
初
報
告
せ
ら
れ
た
限
れ
爾
来
後
人

.I.I.i九

二
一
九


